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荒川荒川
鉄橋鉄橋
荒川
鉄橋

川越

明治28年（1895）３月21日、川越と国分寺を結ぶ、

川越鉄道（現在の西武新宿線と西武国分寺線）が開通しま

した。

ことしは、川越に鉄道が開設されて111年、それを記

念した催しも行われます。この記事では、川越の鉄道の歴

史と鉄道網の広がりについて紹介します。

問い合わせ…広聴広報課広報担当・℡内線2124



国
内
で
初
め
て
鉄
道
が
開
通
し
た
の

は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
月
十
四

日
の
新
橋
―
横
浜
間
で
し
た
。

県
内
初
の
鉄
道
は
、
そ
れ
か
ら
十
一
年

後
の
同
十
六
年
（
一
八
八
三
）
七
月
二
十

八
日
に
上
野
―
熊く

ま

谷が
や

間
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
高

崎
線
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
県
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内
に
は
四
つ
の
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
の
、
上
尾
駅
に
向
か
う
乗
合
馬

車
が
川
越
か
ら
走
り
始
め
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
、
東
京
に
向
か
う
に
は
、
新
河
岸
川

の
舟
運
か
、
川
越
街
道
を
徒
歩
で
利
用
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、

鉄
道
の
開
設
に
よ
り
、
新
た
な
交
通
手
段

が
増
え
た
の
で
す
。

同
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
、
新

宿
―
立
川
間
の
甲
武
鉄
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ

中
央
本
線
）
が
開
通
し
ま
す
（
開

通
の
四
か
月
後
に
八
王
子
駅
ま
で

延
長
）。

甲
武
鉄
道
に
接
続
し
、
物
資
を

東
京
に
運
ぶ
た
め
、
同
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
に
会
社
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
現
在
の
西

武
新
宿
線
・
西
武
国
分
寺
線
の
前

身
に
あ
た
る
川
越
鉄
道
で
す
。

そ
し
て
、
同
二
十
七
年
（
一
八

九
四
）
十
二
月
二
十
一
日
、
国
分

寺
駅
―
久く

米め

川が
わ

仮
駅
（
現
在
の
東

村
山
駅
）
が
開
通
し
ま
す
。
そ
の

翌
年
の
三
月
二
十
一
日
に
、
川
越

駅
（
現
在
の
本
川
越
駅
）
ま
で
線

路
が
延
び
、
川
越
に
と
っ
て
初
め

て
の
鉄
道
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

開
通
時
は
一
日
五
往
復
、
国
分

寺
駅
―
川
越
駅
間
の
所
要
時
間
は

お
よ
そ
一
時
間
で
し
た
。

市
内
に
で
き
た
駅
は
当
初
、
川

越
駅
の
み
で
し
た
。
開
通
か
ら
二

鉄鉄
道道
がが
やや
っっ
てて
きき
たた

年
後
の
同
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
一
月

に
、
南
大
塚
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

川
越
鉄
道
の
開
通
か
ら
七
年
後
の
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
、
川
越
馬
車

鉄
道
が
大
宮
へ
の
路
線
を
開
業
し
ま
す
。

そ
の
後
、
社
名
を
川
越
電
気
鉄
道
に
変

更
し
、
同
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
川

明治の鉄道計画ブーム
明治30年前後は、関東各地で鉄

道建設計画がありました。

当時開通していた路線は、現在の

東海道本線・中央本線・東北本線・

高崎線など、東京から放射状に伸び

る路線がほとんどでした。当時の計

画は、鉄道未開通地への路線のほか、

既存の路線を結ぶ環状形の路線計画

も多くありました。

川越を通過地に設定する会社もあ

り、川越から大宮・越谷を経て、千

葉県の松戸・佐倉につながる路線

や、成田につながる路線を計画した

会社もありました。

一部で実現した路線があったもの

の、そのほとんどは計画のみで終わ

ってしまいました。もし、これらの

計画がこのときに実現していたら、

今の鉄道地図は変わっていたかもし

れません。

チチ
ンン
チチ
ンン
電電
車車
走走
るる

越
久
保
町
駅

（
現
在
の
中
央

公
民
館
付
近
）

―
大
宮
駅
間
の

電
車
運
行
が
始

ま
り
ま
す
。
こ

の
路
線
は
、
陸

軍
の
鉄
道
大
隊

が
わ
ず
か
三
か

月
で
完
成
さ
せ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
五
つ
の
駅
が
あ
り
、
大
宮
ま

で
お
よ
そ
十
三
キ
ロ
の
道
の
り
を
四
十
五

分
ほ
ど
で
結
ん
で
い
ま
し
た
。

県
内
初
の
路
面
電
車
で
、
チ
ン
チ
ン
電

車
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
川

越
鉄
道
と
共
に
、
東
京
へ
の
新
た
な
交
通

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
昭
和
十
五
年
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
川
越
線

の
登
場
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
町
に
は
火
力
発
電
所
が
あ
り
ま
し
た
。
右
奥
に

久
保
町
に
は
火
力
発
電
所
が
あ
り
ま
し
た
。
右
奥
に

久
保
町
に
は
火
力
発
電
所
が
あ
り
ま
し
た
。
右
奥
に

は
チ
ン
チ
ン
電
車
が
止
ま
っ
て
い
ま
す

は
チ
ン
チ
ン
電
車
が
止
ま
っ
て
い
ま
す

は
チ
ン
チ
ン
電
車
が
止
ま
っ
て
い
ま
す

明治末の川越鉄道川越駅（現在の本川越駅）明治末の川越鉄道川越駅（現在の本川越駅）明治末の川越鉄道川越駅（現在の本川越駅）

古谷上にあるチンチン電車のレンガ製の橋脚古谷上にあるチンチン電車のレンガ製の橋脚古谷上にあるチンチン電車のレンガ製の橋脚



こ
れ
ま
で
に
開
通
し
た
二
つ
の
路
線
で

東
京
都
心
へ
行
く
に
は
、
川
越
鉄
道
の
場

合
は
国
分
寺
で
甲
武
鉄
道
に
、
川
越
電
気

鉄
道
の
場
合
は
大
宮
で
日
本
鉄
道
と
、
乗

り
換
え
が
必
要
で
し
た
。

川
越
に
鉄
道
が
開
設
さ
れ
る
と
、
次
は

東
京
に
直
結
す
る
路
線
に
目
が
向
け
ら
れ

ま
し
た
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
五
月
一
日
、

東
上
鉄
道
の
池
袋
―
田
面
沢

た

の

も

さ

わ

（
現
在
の
川

越
市
駅
と
霞
ヶ
関
駅
の
間
）間
が
開
通
し
、

す
で
に
山
手
線
の
駅
が
あ
っ
た
池
袋
に
直

結
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
開
業
し
た
市

内
の
駅
は
、
川
越
町
駅
（
現
在
の
川
越
市

駅
）
と
田
面
沢
駅
で
す
。
開
業
当
時
は
、

一
日
に
上
り
九
本
、
下
り
八
本
の
列
車
が

走
り
、
池
袋
か
ら
川
越
町
ま
で
お
よ
そ
一
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時
間
十
分
で
結
ん
で
い
ま
し
た
。

開
通
か
ら
一
か
月
後
に
は
新
河
岸
駅
が

開
業
、
翌
年
の
四
月
に
は
川
越
西
町
駅

（
現
在
の
川
越
駅
）
が
開
業
し
ま
し
た
。

こ
の
東
上
鉄
道
の
名
称
は
、「
東
京
と

上
州
（
群
馬
県
）
を
結
ぶ
」、
と
い
う
目

的
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。計
画
で
は
、

現
在
の
東
武
東
上
線
の
ル
ー
ト
で
、
寄
居

駅
の
先
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
八
高
線
の
ル
ー

ト
を
た
ど
っ
て
、
渋し

ぶ

川か
わ

市
ま
で
建
設
さ
れ

る
予
定
で
し
た
。
な
お
、
新
潟
県
の
長な

が

岡お
か

市
ま
で
延
ば
す
計
画
も
あ
り
ま
し
た
。

東
上
鉄
道
は
、
同
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
東
武
鉄
道
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
同
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
寄
居
駅

ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
先
は
、
認
可

の
際
の
完
成
期
限
の
都
合
が
あ
り
、
実
現

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
併
・
分
割
な
ど
を
繰
り
返
し
た
川
越

鉄
道
は
、
同
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
西

武
鉄
道
（
現
在
の
西
武
鉄
道
と
は
別
の
会

社
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
同
十
四
年

（
一
九
二
五
）
に
南
大
塚
駅
か
ら
入
間
川

の
砂
利
採
取
の
た
め
の
貨
物
線
、
安あ

比い

奈な

線
が
開
通
。
昭
和
四
十
年
代
ま
で
貨
物
列

車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
休
止

扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
年
、
東
村
山
駅
か
ら
高
田
馬
場

駅
ま
で
の
村
山
線
が
電
化
開
通
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
東
村
山
駅
―
川
越
駅
間
が
電
化

さ
れ
、
川
越
か
ら
東
京
都
心
へ
の
直
通
運

転
が
始
ま
り
ま
し
た
。
西
武
鉄
道
も
都
心

乗
り
入
れ
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。東

上
線
も
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
は
、
寄

居
ま
で
の
全
線
が
電
化
さ
れ
ま
し
た
。

川
越
に
最
後
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
現

在
の
Ｊ
Ｒ
川
越
線
で
す
。

川
越
線
敷
設
は
明
治
三
十
年
代
に
計
画

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
正
時
代
に
入
り
、
当
時
の
国
鉄
が

八
王
子
と
高
崎
を
結
ぶ
八
高
線
の
建
設
を

決
め
る
と
、
大
宮
か
ら
川
越
を
経
由
し
て

八
高
線
の
駅
を
結
ぶ
、
国
鉄
線
の
敷
設
気

運
が
川
越
市
内
の
政
財
界
を
中
心
に
高
ま

り
ま
し
た
。

昭
和
二
年
に
国
有
鉄
道
敷
設
期
成
同
盟

会
が
結
成
さ
れ
、
市
と
民
間
が
協
力
し
、

国
鉄
線
敷
設
の
た
め
の
運
動
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
努
力
が

実
り
、
同
八
年

に
政
府
は
国
会

に
建
設
案
を
上

程
し
可
決
、
川

越
線
の
建
設
が

始
ま
り
ま
し

た
。
当
時
の
政

府
は
、
八
高
線

や
横
浜
線
を
含

め
、
東
京
の
戦

時
の
防
衛
線
と

し
て
川
越
線
を

位
置
付
け
て
い

ま
し
た
。

川
越
線
は
、
同
十
二
年
に
開
通
す
る
予

定
で
し
た
が
、
建
設
の
遅
れ
や
川
越
線
の

川
越
駅
を
ど
こ
に
す
る
か
決
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
、
大
宮
駅
―
高こ

麗ま

川が
わ

駅
間
の
開
通

は
同
十
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
川
越
駅
は
、
国
鉄
・
東
武
鉄

道
・
西
武
鉄
道
の
三
線
合
同
駅
案
も
あ
り

ま
し
た
が
、
東
上
線
川
越
西
町
駅
に
川
越

線
が
入
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
駅
名
を
川
越

に
変
更
。
西
武
線
の
川
越
駅
を
本
川
越
に

名
称
変
更
し
て
、
川
越
線
開
通
を
迎
え
た

の
で
し
た
。

川
越
線
の
開
通
に
よ
り
市
内
に
で
き
た

駅
は
川
越
駅
の
ほ
か
、
南
古
谷
駅
・
西
川

越
駅
・
的
場
駅
・
笠か

さ

幡は
た

駅
で
、
現
在
と
同

じ
で
す
。

東東
京京
へへ
一一
直直
線線

国国
鉄鉄
をを
川川
越越
にに

六塚稲荷神社境
内（六軒町１丁
目）にある川越
町駅碑。大正７
年に六軒町の皆
さんによって建
てられました

東上線が大正５年に坂戸まで延伸されたとき東上線が大正５年に坂戸まで延伸されたとき東上線が大正５年に坂戸まで延伸されたとき
に作られた、霞ケ関東５丁目にある入間川鉄に作られた、霞ケ関東５丁目にある入間川鉄に作られた、霞ケ関東５丁目にある入間川鉄
橋の橋台。対岸の小ケ谷にも残されています橋の橋台。対岸の小ケ谷にも残されています橋の橋台。対岸の小ケ谷にも残されています

川越線開通時からかかる荒川鉄橋。川越景観川越線開通時からかかる荒川鉄橋。川越景観川越線開通時からかかる荒川鉄橋。川越景観
100選の１つにもなっています100選の１つにもなっています100選の１つにもなっています
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昭
和
十
五
年
の
川
越
線
開
通
で
、
川
越

久
保
町
駅
―
大
宮
駅
間
の
チ
ン
チ
ン
電
車

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
鉄
道
地
図

は
、
現
在
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
は
、
旧
西
武
鉄
道
が
現
在
の
西
武

鉄
道
と
合
併
し
、
西
武
村
山
線
が
昭
和
二

十
七
年
に
高
田
馬
場
駅
か
ら
西
武
新
宿
駅

ま
で
延
長
さ
れ
、
西
武
新
宿
線
と
名
称
変

更
し
た
あ
と
は
し
ば
ら
く
、
路
線
に
目
立

っ
た
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
武
東
上
線
は
昭
和
二
十
年
代
後
半
か

ら
、
西
武
新
宿
線
は
昭
和
四
十
年
代
か
ら

複
線
化
を
進
め
、
利
用
者
増
加
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

利
用
者
が
増
加
し
て
い
た
川
越
線
は
、

昭
和
六
十
年
九
月
三
十
日
に
大
き
な
変
化

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
走
っ
て
い
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
か
ら
電
車
に
変
わ
り
、

新
し
く
開
通
す
る
埼
京
線
と
大
宮
駅
で
つ

な
が
り
、
池
袋
駅
（
翌
年
に
は
新
宿
駅
ま

で
、
現
在
は
大
崎
駅
ま
で
運
転
）
ま
で
直

通
運
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
に
入
る
す
べ
て
の
路
線

が
都
心
へ
直
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
六
十
二
年
四
月
一
日
に
、
国
鉄
は

Ｊ
Ｒ
に
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
に

は
、
大
崎
駅
―
新
木
場
駅
間
の
全
線
が
開

通
し
た
、
東
京
臨
海
高
速
鉄
道
り
ん
か
い

線
へ
の
乗
り
入
れ
を
始
め
、
お
台
場
方
面

と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
八
年
に
八
高
線
の
八
王
子
駅

―
高こ

麗ま

川が
わ

駅
間
が
電
化
さ
れ
、
川
越
線
と

の
直
通
運
転
が
始
ま
り
、
八
王
子
ま
で
直

通
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
武
東
上
線
は
、
昭
和
六
十
二
年
八
月

二
十
五
日
に
営
団
地
下
鉄
（
現
在
の
東
京

メ
ト
ロ
）
有
楽
町
線
と
の
乗
り
入
れ
を
開

始
。
永
田
町
・
有
楽
町
・
銀
座
と
都
心
を

抜
け
、
新
富
町
駅
（
現
在
は
新
木
場
駅
ま

で
延
長
）
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

昭和15年、チンチン電車廃止後の川越を中心とした路線図

消えた地下鉄乗り入れ計画
昭和40年代、東上線と地下鉄６号線（現在の都営三田線）

乗り入れ計画がありました。和光市から高島平につながる路

線を建設し、都心へ乗り入れる予定でした。

しかし、都心へは遠回りになること、当時の運輸省の諮問

機関である都市交通審議会から地下鉄６号線の路線延長を浦

和・大宮方面に変更する答申が出たため、この計画は白紙に。

その後、地下鉄乗り入れは有楽町線で実現しました。

現在の路線図

写真上・昨年電化20年を迎えた川越線
写真中・昭和62年、有楽町線との乗り入れを祝う
飾り付けをした川越駅
写真下・昭和60年、電化前の川越線南古谷駅。タ
ブレットという通票を運転士に手渡しています

現現
在在
にに
至至
るる
まま
でで
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未来

小江戸川越・鉄道開設111周年記念フェア
問い合わせ…観光課観光企画担当・℡内線2731

小江戸川越・鉄道開設111周年記念写真展
川越の鉄道に関する写真を展示します。

日時…11月２日斥～10日昔、午前８時30分～午
後５時（土・日曜日、祝日を除く。10日は午後

３時まで）

会場…市役所本庁舎１階ロビー

小江戸川越・鉄道開設111周年記念フェア
幻の貨物線「西武安比奈線」を歩く
南大塚駅から入間川まで、往復約８キロを歩きま

す。無料（参加記念品あり）。当日直接、受付会場。

詳しくは、西武鉄道㈱運輸部営業課（℡04－

2926－2222）にお尋ねください。

受付日時…11月５日隻、午前９時30分～11時
受付会場…南大塚駅北口

小江戸川越・鉄道開設111周年記念セレモニー
舟橋市長・西武鉄道所沢駅管区長・東武鉄道川越

駅長・ＪＲ東日本川越駅長によるテープカットとヘ

ッドマーク付き特別電車「小江戸川越111号」国分

寺行きの出発式を行います。

日時…11月11日析、午後０時40分～１時（特別
電車の出発は、午後１時）

会場…本川越駅ホーム
＊特別電車は、通常料金で乗車できます。

小江戸川越・鉄道開設111周年記念フェスティバル
ミニ新幹線の運行、駅弁・記念切符・小江戸川越

ブランド産品の販売、子ども制服撮影会、電車塗り

絵、ペーパークラフト、鉄道模型展示など。

日時…11月11日析、午前10時～午後４時
会場…鏡山酒造跡地（新

しん

富
とみ

町
ちょう

１丁目）

川
越
を
取
り
巻
く
路
線
網
で
、
現
在
進

ん
で
い
る
計
画
は
、
東
京
メ
ト
ロ
13
号
線

で
す
。
こ
の
路
線
は
、
和
光
市
駅
か
ら
池

袋
を
通
り
渋
谷
駅
に
至
る
路
線
で
、
す
で

に
和
光
市
駅
―
池
袋
駅
間
は
有
楽
町
線
と

し
て
開
通
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
成
二

十
年
の
開
通
を
目
指
し
て
池
袋
駅
―
渋
谷

駅
間
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
業
後
は
、
東
武
東
上
線
と
の
相
互
乗

り
入
れ
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
際

に
は
、
新
宿
・
渋
谷
方
面
へ
の
重
要
な
路

線
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
四

年
度
を
め
ど
に
、
渋
谷
駅
で
東
急
東
横
線

と
つ
な
が
り
、
直
通
運
転
を
行
う
予
定
で

す
。
実
現
す
る
と
、
川
越
か
ら
横
浜
ま
で

一
本
に
つ
な
が
り
、
鉄
道
網
が
大
き
く
広

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
で
は
、

既
存
の
路
線
に
つ
い
て
は
複
々
線
化
や
複

線
化
な
ど
、
輸
送
力
の
増
強
な
ど
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
休
止
扱
い
と
な

っ
て
い
る
西
武
安
比
奈
線
の
旅
客
化
の
推

進
を
し
て
い
き
ま
す
。
光
が
丘
か
ら
先
の

延
伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
都
営
大
江
戸
線

に
つ
い
て
も
、
動
向
を
見
き

わ
め
な
が
ら
、
市
内
へ
の
延

伸
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
重
要
な

交
通
手
段
と
し
て
活
躍
す
る

鉄
道
。
川
越
に
初
め
て
の
鉄

道
が
開
通
し
た
と
き
、
こ
こ

ま
で
便
利
に
な
る
と
は
だ
れ

も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
は
？

将
来
、
計
画
が
実
現
し
、
鉄

道
網
が
広
が
る
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
鉄
道
に
よ
る
行
動

範
囲
が
広
が
り
、
市
内
を
訪

れ
る
観
光
客
の
増
加
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

＊写真展を除く各会場は駐車場がありませんので、電車・バスでお越しください。

将来予想図

将将将
来来
予予
想想
図図

今にも列車がやって来そう
な安比奈線の線路。旅客化
の推進をしていきます



新
車
を
購
入
す
る
際
、
「
好

き
な
番
号
で
い
い
で
す

よ
」
と
言
わ
れ
、
平
成
15
年
の
15
、

70
歳
（
主
人
の
歳と

し

）
の
70
で
１
５

７
０
と
し
ま
し
た
。走
っ
て
い
て
、

１
１
２
２
と
か
３
３
５
５
と
か
４

桁け
た

同
じ
数
が
、
良よ

い
番
号
に
見
え

ま
す
。
で
も
、
一
寸

ち
ょ
っ
と

思
い
出
す
の

に
15
年
と
か
、
70
歳
と
か
す
ぐ
わ

か
り
ま
す
の
で
満
足
し
て
居お

り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
事
故
の
な
い

様
に
走
り
ま
す
。

中
村
昌
子
（
南
大
塚
）

■
広
報
川
越
か
ら

ナ
ン
バ
ー
を
決
め
る
と
き
、
自

分
だ
け
が
わ
か
る
、
自
分
が
忘
れ

な
い
番
号
を
付
け
る
の
も
一
つ
の

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
満
足
し
た

ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
が
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
、
交
通
安
全
に
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

私
の
こ
だ
わ
り
の
番
号
は

「
１
１
９
」
で
す
。
理
由

は
消
防
大
好
き
人
間
な
の
で
。
今

乗
っ
て
い
る
乗
用
車
の
ナ
ン
バ
ー

も
１
１
９
で
す
。
い
ま
か
ら
３
年

前
に
軽
の
消
防
車
（
車
検
証
上
は

ポ
ン
プ
車
）
を
手
に
入
れ
、
川
越

の
街
を
走
っ
て
い
ま
す
が
、当
時
、
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あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ

ァ
ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

軽
に
は
希
望
ナ
ン
バ
ー
制
が
な

く
、こ
ち
ら
は
１
１
９
で
は
な
し
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
も
い
ず
れ
は

「
川
越
ナ
ン
バ
ー
の
１
１
９
」
に

し
た
い
で
す
。

小
ノ
澤
辰
範
（
新
宿
町
二
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

川
越
ナ
ン
バ
ー
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
新
車
だ
け
で
は
な
く
、
現

在
乗
っ
て
い
る
自
動
車
の
ナ
ン
バ

ー
も
、
川
越
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
が

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
九
月
二

十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
ペ
ー
ジ
で

も
川
越
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
聴
広
報
課
で

付
け
ま
し
た
。

待望の川越ナンバーが10月10日発進

私にとりまして、川越ナンバーには特別な思い

出があります。昭和40年代後半、私が埼玉県議

会交通通信特別委員会の委員長時代に、当時の埼

玉陸運事務所長から「川越市に車検場を造り、川

越ナンバーをつくりたいから協力してもらいた

い」と依頼を受けました。

私は大いに乗り気で、当時の川越市長を訪ねま

した。その市長は私が車検場開設賛成派であるこ

とを十分承知していて、「車検場を造って、何の

メリットがあるのですか」と言われたのを今でも

よく覚えています。

その後、所
ところ

沢
ざわ

市へ出かけたとき、当時の所沢

市長に「私を恨まないでくださいね。川越市が断

ったから所沢ナンバーになるのですよ」と、言わ

れました。

私は市長になってから、川越ナンバーの夢を実

現したいと考えておりました。幸い今回は、「ご

当地ナンバー」ということで車検場がなくても、

ナンバーを付けられることになりました。そこで、

川越ナンバー実現に向けて、市をあげての運動を

行いました。市内の各種団体や議員の皆さんをは

じめ、多くの皆さんにご協力をいただきました。

特に、川越都市圏まちづくり協議会を構成する

坂
さか

戸
ど

市・鶴
つる

ケ
が

島
しま

市・越生
お ご せ

町
まち

・毛
も

呂
ろ

山
やま

町
まち

の皆さんに

もご参加をいただくとともに、比企郡の全市町村

の応援もいただき、心から感激いたしております。

いよいよ、待望の川越ナンバーが全国を走り始

めます。川越都市圏の観光のさらなる発展、その

他すべての面でプラスになるはずです。皆さんの

ご協力、心から感謝しております。

市市市長長通通信信 第４号

川越市長　舟橋功一



販
売
時
期
…
十
月
十
八
日
戚
〜
、

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
（
正
午

〜
午
後
一
時
を
除
く)

問
い
合
わ
せ
…
情
報
統
計
課
統
計

係
・
℡
内
線
２
２
６
５

厚
生
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

市
で
は
厚
生
労
働
省
の
依
頼
を

受
け
て
、
生
活
の
向
上
を
図
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
厚
生
統
計
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
」

は
少
子
化
対
策
な
ど
を
目
的
と
し

て
、「
中
高
年
者
縦
断
調
査
」
は

高
齢
者
対
策
な
ど
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
調
査
員

が
調
査
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
付
・
回
収
し
ま
す
。
調
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埼
玉
県
民
手
帳
を
販
売

埼
玉
県
民
手
帳
は
、
県
お
よ
び

各
市
町
村
の
主
な
統
計
資
料
や
官

公
庁
の
一
覧
な
ど
が
付
い
た
便
利

な
手
帳
で
す
。

規
格
…
縦
十
四
セ
ン
チ
×
横
八
・

五
セ
ン
チ

＊
色
は
グ
リ
ー
ン
と
グ
レ
イ
ッ
シ

ュ
ブ
ル
ー
。

価
格
…
五
百
円

販
売
場
所
…
情
報
統
計
課
（
本
庁

舎
分
室
二
階
）

行
政
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

公
平
委
員
会
委
員
（
十
月
一
日
付
け
）

石い
し

井い

一は
じ
め

（
大お

お

手て

町ま
ち

六-

一
一
）

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・
℡
内
線
２
２
３
１

査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日
…
11
月
１
日
戚

問
い
合
わ
せ
…
保
健
総
務
課
総
務

企
画
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０

１

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●ゆがんで見えたら要注意、眼科専門医へ。加齢黄斑症かもしれません 総合保健センター健康増進係・℡229－4121
●川越市市民意識調査にご協力ください 広聴広報課広聴担当・℡内線2121
市政全般について市民の皆さんの意見を伺い、今後のまちづくりの資料として活用していきます。調査票の届いた方は、ご協力
をお願いします。
●市営住宅の入居者募集 住宅課住宅管理係・℡内線3164
11月１日戚・２日斥に登録受け付け・書類審査を行います。入居募集のしおりは、住宅課（本庁舎３階）・出張所・連絡所・本川
越駅証明センターで配布しています。詳しくは、９月25日発行の広報川越をご覧ください。
●「中高層建築物の建築紛争の予防及び調整条例」をご存じですか？ 建築指導課管理係・℡内線3241
中高層建築物の建築主は、建築確認申請の前に建築計画のお知らせ標識の設置と近隣住民に対して事前説明を行うことが義務付けられています。
●11月28日惜、「法廷傍聴ツアー」を行います。時間・申し込みなど、詳しくはお尋ねください。 さいたま地方裁判所川越支部庶務課・℡225－3500

軽
自
動
車

小
型
・
普
通
自
動
車
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

二
輪
車

手
数
料

４
２
０
０
円

４
２
０
０
円

４
９
４
０
円

（
字
光
式
）
（
５
４
０
０
円
）

（
５
４
０
０
円
）

（
６
３
６
０
円
）

ナ
ン
バ
ー
セ
ン
タ
ー
所
沢
軽
出
張
所
窓
口

ナ
ン
バ
ー
セ
ン
タ
ー
所
沢
窓
口
か

手
続
き

か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
後
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
後
に
、

取
り
扱
い
な
し

軽
自
動
車
検
査
協
会
所
沢
支
所

所
沢
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

問
い
合
わ
せ

ナ
ン
バ
ー
セ
ン
タ
ー
所
沢
軽
出
張
所

ナ
ン
バ
ー
セ
ン
タ
ー
所
沢

℡
２
７
４-
３
０
５
１

℡
０
４-

２
９
９
８-

２
０
１
１

藤久保軽自動車検査協会
　　　　所沢支所
ナンバーセンター
　　所沢軽出張所

三
芳
中
前

三
芳
小
前

国
道
２
５
４
号

国道463号

所
沢
イ
ン
タ
ー

関
越
自
動
車
道

至川越

至池袋

至
所
沢
市
街

至
さ
い
た
ま
市所沢自動車検査登録事務所

ナンバーセンター所沢

所沢航空
記念公園

牛沼 松郷

英インター

軽
自
動
車

小
型
・
普
通
自
動
車
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

二
輪
車

手
数
料

１
４
８
０
円

１
４
８
０
円

１
９
８
０
円

５
４
０
円

（
字
光
式
）
（
２
９
２
０
円
）

（
２
９
２
０
円
）

（
３
９
６
０
円
）

（
な
し
）

手
続
き

軽
自
動
車
検
査
協
会
所
沢
支
所

所
沢
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

問
い
合
わ
せ

℡
２
５
８-

８
０
１
１

℡
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
２
９

右
記
手
数
料
の
ほ
か
、
ナ
ン
バ
ー
変
更
を
す
る
車
両
・
車
検
証
・
認
め
印
・
申
請
書
（
現
地
で
購
入
可
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
▼
自
動
車
販
売
店
な
ど
に

ナ
ン
バ
ー
変
更
手
続
き
の
代
行
を
依
頼
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
直
接
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼
ナ
ン
バ
ー
を
変
更
す
る
と
、
自
賠
責
保
険
・

任
意
保
険
の
変
更
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
取
り
付
け
て
い
る
車
両
は
、
情
報
を
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

川
越
ナ
ン
バ
ー
へ
の
変
更
手
続
き
は
、
こ
ち
ら
で
!!

■
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
場
合
　
碩
全
国
自
動
車
標
板
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す

■
希
望
ナ
ン
バ
ー
で
な
い
場
合

政
策
企
画
課
企
画
担
当
・
℡
内
線
２
１
１
１

案内図



「
第
二
次
川
越
市
生
涯
学
習

基
本
構
想
・
基
本
計
画（
案
）」

に
対
す
る
意
見
を
募
集

今
後
の
川
越
に
お
け
る
生
涯
学

習
の
指
針
と
な
る
、
同
計
画
（
案
）

に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集
の
期
間

十
一
月
九
日
斥
（
必
着
）
ま
で
。

対
象市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま

た
は
市
の
事
務
事
業
に
利
害
関
係

の
あ
る
方
。

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
今

後
の
計
画
策
定
の
参
考
に
し
ま

す
。
ま
た
、
意
見
に
対
す
る
考
え

方
と
、
案
を
修
正
し
た
場
合
の
内

容
を
公
表
し
ま
す
。
類
似
の
意
見

は
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
、
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
・
℡
内
線
２
８
４

１
▼
FAX
２
２
６-

４
６
９
９

Ｅ
メ
ー
ル
＝shogaigakushu@

city.
kawagoe.saitam

a.jp

閲
覧
場
所

生
涯
学
習
課
（
東
庁
舎
一

階
）
・
出
張
所
・
公
民
館
。

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
閲
覧

で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
在

勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
・
学
校

名
、
利
害
関
係
の
あ
る
方
は
そ
の

内
容
を
明
記
し
、
〒
３
５
０-

８

６
０
１
・
川
越
市
役
所
生
涯
学
習

課
（
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

意
見
の
取
り
扱
い

９９９ 広報川越№1136・2006.10.10広報川越№1136・2006.10.10広報川越№1136・2006.10.10 川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

全
国
地
域
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

小
江
戸
川
越
　
防
犯
の
ま
ち

十
月
十
一
日
戚
は
、「
減
ら
そ

う
犯
罪
の
日
」
で
す
。
こ
れ
に
伴

い
、「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
が
、

二
十
日
昔
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
市
・
川
越
警
察

署
・
川
越
防
犯
協
会
を
中
心
に
、

各
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
の
協
力

を
得
て
、「
小
江
戸
川
越
　
防
犯

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
各

種
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま

す
。市
民
の
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、

自
主
防
犯
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

①
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

②
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪

の
防
止

③
街
頭
に
お
け
る
ひ
っ
た
く
り
な

ど
の
被
害
防
止

問
い
合
わ
せ
…
市
民
活
動
支
援
課

防
犯
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
４

２
２

市が保有する土地を、「公募抽せん」で売ります。詳しく

は、管財課（本庁舎４階）で配布する応募要領をご覧くださ

い。応募要領は、市ホームページからダウンロードすること

もできます。郵送を希望する方は、電話で請求してください。

■応募資格
①申し込み時において川越市に住民登録・外国人登録があ

る、または勤務地が市内である個人（１世帯１物件に限る）

②自己が所有し、居住する住宅の敷地として使用

■申し込み方法
応募要領に添付されている申込書を郵送（〒350－8601

川越市役所管財課）、または受付場所に持参。

■販売物件
№ 所在地 面積 価格
１ 上野田町７番25 135.96㎡ 21,618,000円

２ 上野田町７番26 140.01㎡ 21,142,000円

３ 上野田町７番27 154.29㎡ 18,206,000円

４ 上野田町７番28 145.18㎡ 21,341,000円

５ 上野田町７番29 137.74㎡ 20,248,000円

６ 上野田町７番30 137.80㎡ 20,257,000円

７ 上野田町７番31 137.70㎡ 20,242,000円

８ 上野田町７番32 138.59㎡ 20,927,000円

９ 上野田町７番33 135.13㎡ 20,675,000円

10 月吉町39番１ 227.66㎡ 24,360,000円

11 脇田新町17番20 224.58㎡ 34,361,000円

12 脇田新町17番22 227.79㎡ 34,852,000円

13 脇田新町17番24 156.48㎡ 22,220,000円

14 脇田新町17番25 156.47㎡ 24,879,000円

15 砂新田３丁目19番28 129.79㎡ 21,805,000円

16 四都野台21番28 188.86㎡ 21,907,000円

17 的場字二本杉2843番52 142.97㎡ 19,015,000円

18 上戸字天王160番５ 169.91㎡ 19,370,000円

19 上戸字天王160番10 169.00㎡ 18,928,000円

20 上戸字天王160番11 169.00㎡ 18,928,000円

21 上戸字天王160番６ 184.37㎡ 21,387,000円

■郵送での受付期間
10月16日席～11月９日斥（必着）。

■窓口での受付期間・場所
10月16日席～11月９日斥（土・日曜日、祝日を除く）、

午前９時から午後４時までに管財課（本庁舎４階）。

■公開抽せん
11月16日斥、午前９時30分～。本庁舎７階７Ａ会議室。

問い合わせ…管財課管財係・℡内線2321

市有地を売ります



平
成
十
八
年
版

か
わ
ご
え
の
環
境

（
第
九
号
）
の
公
表

平
成
十
年
三
月
に
策
定
し
た
川

越
市
環
境
基
本
計
画
を
進
行
管
理

す
る
た
め
、
十
二
の
体
系
か
ら
五

十
五
項
目
の
環
境
指
標
を
定
め
、

う
ち
二
十
五
項
目
に
つ
い
て
は
目

標
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
か
わ

ご
え
の
環
境
（
第
九
号
）
で
は
、

平
成
七
年
度
（
基
準
年
度
）
か
ら

同
十
七
年
度
ま
で
の
環
境
の
現
状

や
、
施
策
に
関
す
る
進
ち
ょ
く
状

況
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

報
告
書
は
、
十
月
二
十
日
昔
か

ら
環
境
政
策
課
（
本
庁
舎
五

階
）
・
公
民
館
・
出
張
所
で
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

里
親
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
ご
み
ゼ
ロ
運
動
・

地
域
環
境
美
化
活
動
支
援
制

度
＝
環
境
業
務
課
減
量
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
係
・
℡
内
線
２
６
３

６
▼
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
・
水
辺
の
里
親
制
度
＝
埼
玉

県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
・
℡

２
４
３-

２
０
２
０

広報川越№1136・2006.10.10広報川越№1136・2006.10.10広報川越№1136・2006.10.10 川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 101010

十
一
月
二
十
四
日
昔
ま
で
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
報

告
書
に
対
す
る
意
見
・
提
案
を
お

受
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
政
策
課
環
境

推
進
係
　
℡
内
線
２
６
１
３
▼

FAX
２
２
５-

９
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル
＝kankyoseisaku@

city.
kawagoe.saitam

a.jp

10
月
29
日
隻
は

「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」

ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公

園
な
ど
公
共
の
場
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
や
空
き
缶
を
拾
い
、
清
潔

な
環
境
を
保
ち
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
家
庭

の
ご
み
や
粗
大
ご
み
を
回
収
す
る

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
ご
み
が
出
さ
れ
る
と
収
集
時
間

が
遅
れ
る
な
ど
、
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。

当
日
は
収
集
車
両
が
作
業
を
行

う
た
め
、
通
行
の
際
に
ご
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
運
動
以
外
に
も
…
…

市
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日

以
外
に
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
う

団
体
に
対
し
て
、「
地
域
環
境
美

化
活
動
支
援
制
度
」
で
支
援
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
袋
の
支

給
や
ご
み
挟
み
・
啓
発
用
ゼ
ッ
ケ

ン
・
リ
ヤ
カ
ー
の
貸
し
出
し
を
行

う
制
度
で
す
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
道
路

の
清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
彩
の

国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
」、
河
川
の

清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
水
辺
の

「
良
い
国
際
人
は
、
良
い
日
本
人
で
あ
る
」。
セ
ー
レ
ム
市
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
は
、
僕
に
こ
の
言こ

と

葉ば

を
強
く
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
生
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

八
月
二
十
三
日
、
僕
は
セ
ー
レ
ム
市
訪
問
中
学
生
交
流
団
二
十
二
名
の
一

員
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
レ
ゴ
ン
州
セ
ー
レ
ム
市
に
向
け
て
出
発
し
た
。

僕
た
ち
は
一
か
月
前
か
ら
英
会
話
や
郷
土
理
解
の
学
習
な
ど
の
研
修
を
重

ね
、
準
備
を
し
た
。

セ
ー
レ
ム
に
向
か
う
飛
行
機
の
中
で
思
い
出
し
た
言
葉
が
あ
っ
た
。
黒く

ろ

田だ

校
長
先
生
が
話
さ
れ
た
「
私
た
ち
は
、
家
を
出
れ
ば
一
家
の
代
表
、
学
校
を

出
れ
ば
学
校
の
代
表
、
市
を
出
れ
ば
市
の
代
表
、

日
本
を
出
れ
ば
日
本
の
代
表
と
し
て
見
ら
れ

る
」
で
あ
る
。
八
時
間
で
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
空
港

に
到
着
し
、
バ
ス
で
セ
ー
レ
ム
市
に
着
い
た
。

青
く
広
い
空
、
美
し
い
緑
、
美
し
い
建
物
、
空

気
ま
で
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
三
人
家
族
で
、
お
父

さ
ん
の
ボ
ン
ド
さ
ん
は
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
大
学
の

八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
「
平
成
十
八
年
度
セ
ー
レ
ム
市
訪
問
中
学
生
交
流
団
」
に

参
加
し
た
、
大
東
中
学
校
三
年
・
高た

か

野の

慎し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
本
派
遣

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
川
越
市
内
五
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
内
線
２
１
４
２

社
会
学
の
先
生
、い
つ
も
パ
イ
プ
を
吸
っ
て
い
る
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
だ
が
、

心
の
と
て
も
広
い
、
優
し
い
方
だ
。
お
母
さ
ん
の
シ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
は
ノ
ー

ス
・
セ
ー
レ
ム
高
校
の
美
術
の
先
生
、
い
つ
も
笑
顔
で
気
さ
く
な
方
だ
。
娘

さ
ん
は
成
人
し
て
、
両
親
と
は
別
々
に
暮
ら
し
て
い
る
。

僕
は
、
二
人
か
ら
沢た

く

山さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
だ
。
ボ
ン
ド
さ
ん
か
ら
は
、
ア
メ

リ
カ
で
の
食
事
の
マ
ナ
ー
。
国
に
よ
っ
て
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
の
使
い
方
が

違
う
こ
と
な
ど
を
、
教
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
シ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
と
の
思
い

出
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
光
景
が
あ
る
。
そ
れ
は
毎
晩
買
い
物
に
行

っ
た
と
き
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
か
ら
見
た
夜
景
だ
。
見
上
げ
る
か
ぎ
り
広
が
る

夜
空
に
映
し
出
さ
れ
る
、
ビ
ル
や
民
家
か
ら
こ
ぼ
れ
で
る
連
な
っ
た
光
は
、

今
で
も
僕
の
目
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
方
々
が
、ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
僕
に
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、

今
度
は
僕
が
、
日
本
の
文
化
を
外
国
の
人
達た

ち

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
そ
の
た
め
に
、
英
語
を
は
じ
め
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
川
越
市
、
川
越
市
姉
妹

都
市
交
流
委
員
会
、
大
東
中
学
校
の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

良よ

い
日
本
人
に

な
り
た
い

右端が高野さん、
隣がシンディーさん



会
館
／
稲
荷

い

な

り

町
ち
ょ
う

集
会
所
／
福
原

公
民
館
／
鯨く

じ
ら

井い

自
治
会
館
／
的

場
一
・
二
丁
目
自
治
会
館
／
大
東

公
民
館

11
月
26
日
隻

六む
つ

塚づ
か

会
館
／
岸
町
一
丁
目
自
治
会

館
／
市
立
川
越
高
校
正
門
／
月
吉

町
集
会
所
／
今
泉
公
民
館
／
砂
自

治
会
館
／
砂
久
保
社
務
所
／
下
広

谷
南
公
民
館
／
上
野
公
会
堂
／
東

急
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
館

12
月
３
日
隻

北
公
民
館
／
今
成
自
治
会
館
／
野

田
神
社
（
野の

田だ

町ま
ち

一
丁
目
）
／
仙

波
町
二
丁
目
集
会
所
／
古
谷
公
民

館
／
藤ふ

じ

間ま

文
化
会
館
／
藤
間
南
集

会
所
／
山
田
公
民
館
／
天
沼
新
田

自
治
会
館
／
霞
ケ
関
北
自
治
会

館
／
寿
町
一
丁
目
集
会
所
／
大
東

西
小
学
校
北
門

12
月
10
日
隻

市
役
所
本
庁
舎
／
川
越
第
一
中
学

校
正
門
／
県
営
久
下
戸
住
宅
集
会

所
／
中
台
二
丁
目
集
会
所
／
名な

細
ぐ
わ
し

中
学
校
出
張
所
入
り
口
側
／

職
業
セ
ン
タ
ー
／
的
場
中
組
字
町

公
民
館
／
リ
バ
ー
サ
イ
ド
壱い

ち

番ば
ん

街が
い

集
会
所
／
原
新
田
自
治
会
館
／
大

塚
新
田
稲
荷
窪く

ぼ

自
治
会
館

問
い
合
わ
せ
…
環
境
業
務
課
減
量

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
・
℡
内
線

２
６
３
６
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布
類
拠
点
回
収
（
後
期
）
実
施

居
住
す
る
地
区
以
外
の
回
収
場

所
で
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

透
明
ま
た
は
半
透
明
袋
に
入
れ
、

出
し
て
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー
ル
・

紙
袋
な
ど
で
は
出
せ
ま
せ
ん
。

な
お
、
で
き
る
限
り
地
域
の
集

団
回
収
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
で
き
る
物
…
衣
類
・
下
着

類
・
毛
布
・
シ
ー
ツ
・
タ
オ
ル

＊
汚
れ
て
い
る
物
は
、
洗
濯
を
お

願
い
し
ま
す
。
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス

ナ
ー
な
ど
は
、
付
け
た
ま
ま
出
し

て
く
だ
さ
い
。

回
収
で
き
な
い
物
…
布
団
・
靴

下
・
作
業
服
・
カ
ー
テ
ン
・
じ

ゅ
う
た
ん
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
汚

れ
て
い
る
物
な
ど

回
収
時
間
…
午
前
９
時
〜
正
午

（
正
午
以
降
は
回
収
し
ま
せ
ん
）

■
回
収
場
所

11
月
５
日
隻

市
役
所
本
庁
舎
／
八は

ち

幡ま
ん

神
社
駐
車

場
（
南

み
な
み

通
と
お
り

町ま
ち

）
／
旭

あ
さ
ひ

町
ち
ょ
う

一
丁
目

集
会
所
／
中
央
小
学
校
西
門
／
農

業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／
寺
尾
公

民
館
／
砂
新
田
自
治
会
館
／
か
す

み
野
自
治
会
館
／
大
東
南
公
民
館

11
月
12
日
隻

神
明
町
保
育
園
／
中
央
公
民
館
／

城
南
中
学
校
正
門
／
木
野
目
自
治

小江戸の風乗せ全国発進　'06さんぱく

川越産業博覧会
10月21日析・22日隻、午前９時～午後４時
川越運動公園

市内の産業が一堂に集まる川越産業博覧会

は、多くの市民の皆さんが地域産業への理解

と認識をより高めることを目的に開催してい

ます。会場では、各種イベントが繰り広げら

れ、異業種間の交流・情報交換・人と人との

ふれあいを楽しめます。

展示内容
工業・商業・農業のＰＲおよび工業製品な

どの展示、ロボットサッカーデモ、川越市環

境展（環境関連講座の実施）、野菜・魚・肉

などの販売、軽食、姉妹・友好都市の小
お

浜
ばま

市・棚
たな

倉
ぐら

町
まち

（福島県）・中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

（北海道）

の物産販売、各種無料相談ほか

イベント
ミニコンサート・クイズ大会・スタンプラ

リーほか

その他
フリーマーケット・はしご車試乗体験ほか

問い合わせ…商工振興課産業企画係・℡内線
2725

昨年の様子昨年の様子昨年の様子

●「川越ナンバー」導入記念の観光物産展開催
10月10日惜、「ご当地ナンバー」として「川越ナ

ンバー」が導入されました。また、川越ナンバーの

ほかにも、全国17地域に「ご当地ナンバー」が導入

されます（つくばナンバーは来年２月に導入）。

これを記念して、「伊豆ナンバー」の三
み

島
しま

市、「那

須ナンバー」の那
な

須
す

町
まち

（栃木県）、「川越ナンバー」

の鶴
つる

ケ
が

島
しま

市・越
お

生
ごせ

町
まち

が、観光物産展を行います。

●職人展 ～ 技から感じる音と香り「のこぎり」展 ～
市内には、現在も伝統的な技術を持った職人の皆

さんがいます。

その技術を紹介するため、今回は鋸
のこぎり

鍛
か

冶
じ

の五代目

中
なか

屋
や

瀧
たき

次
じ

郎
ろう

・伊
い

藤
とう

守
まもる

さんによる、作品展示と目立て

作業を実演します。ふだんはお目にかかれない川越

の魅力を、ご覧ください。

なお、伊藤さんが作った鋸を使用して木
こ

挽
びき

職の林
はやし

以
い

一
いち

さんと東
ひがし

出
で

朝
あさ

陽
ひ

さんが、直径1.4m、長さ2.2m

のクスノキを２日間かけて製材します。

問い合わせ…観光課観光企画担当・℡内線2732



広報川越№1136・2006.10.10広報川越№1136・2006.10.10広報川越№1136・2006.10.10 川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 121212

老
齢
基
礎
年
金
と

障
害
基
礎
年
金
に

つ
い
て

■
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
に

は
？

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に

請
求
し
て
受
け
る
年
金
を
、
老
齢

基
礎
年
金
と
い
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
次
の
期
間
の
合
計
が
最

低
二
十
五
年
間
必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
②
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除

や
一
部
免
除
・
学
生
納
付
特

例
・
若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け

た
期
間

③
第
三
号
被
保
険
者
期
間

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
加
入

期
間

⑤
国
民
年
金
の
任
意
対
象
期
間
の

う
ち
、
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

期
間

⑥
厚
生
年
金
の
脱
退
手
当
金
を
受

け
た
期
間

受
給
の
繰
り
上
げ
と
繰
り
下
げ

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始

は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら

で
す
。
繰
り
上
げ
受
給
を
希
望
す

る
と
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
間
に
、
請
求
時
の
年
（
月
）

齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
り
下
げ
受
給
を
希
望
す
る
場

合
は
、
六
十
六
歳
以
降
に
請
求
時

の
年
（
月
）
齢
に
応
じ
て
増
額
し

た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。繰

り
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
は

老
齢
基
礎
年
金
を
選
択
し
た
こ
と

に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
・
寡
婦

年
金
の
請
求
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
。
繰
り
上
げ
請
求
・
繰
り
下
げ

請
求
共
に
、
一
度
決
ま
っ
た
年
金

額
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
請
求

の
際
は
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

年
金
額

す
べ
て
の
加
入
可
能
年
数
（
四

十
年
間
）
を
納
め
て
六
十
五
歳
か

ら
受
給
す
る
と
、
平
成
十
八
年
度

の
額
で
七
十
九
万
二
千
百
円
で

す
。

請
求
す
る
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
「
第
一
号
被
保
険

者
期
間
」
の
み
の
方
は
、
国
保
年

金
課
（
本
庁
舎
二
階
）
・
出
張

所
・
連
絡
所
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。厚

生
年
金
・
共
済
年
金
加
入
期

間
ま
た
は
、
国
民
年
金
の
「
第
三

号
被
保
険
者
期
間
」が
あ
る
方
は
、

川
越
社
会
保
険
事
務
所
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

■
障
害
基
礎
年
金
を
ご
存
じ
で
す

か
？

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
間
に
病
気
や
け

が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
一

定
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
納
付
要
件

①
障
害
の
も
と
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
で
初
め
て
医
療
機
関
を
受

診
し
た
日
（
初
診
日
）
の
前
日

に
お
い
て
、
初
診
日
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間

と
免
除
期
間
と
を
合
算
し
た
期

間
が
三
分
の
二
以
上
あ
る
こ
と

②
初
診
日
が
平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
以
前
の
場
合
は
①
の

要
件
を
満
た
さ
な
く
て
も
、
初

診
日
の
前
々
月
ま
で
の
一
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

障
害
の
認
定

裁
定
請
求
書
の
診
断
書
な
ど
を

基
に
、
障
害
と
な
っ
た
病
気
な
ど

の
初
診
日
か
ら
一
年
六
か
月
経
過

し
た
日
、
ま
た
は
、
そ
の
前
に
症

状
が
固
定
し
た
場
合
は
そ
の
日

（
障
害
認
定
日
）
に
、
障
害
の
程

度
が
国
民
年
金
法
障
害
等
級
表
の

一
級
か
二
級
に
該
当
す
る
状
態
に

あ
る
場
合
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

二
十
歳
前
の
障
害

二
十
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

合
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

（
障
害
認
定
日
が
二
十
歳
以
降
と

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
障
害
認
定

日
）
に
障
害
の
程
度
が
国
民
年
金

法
障
害
等
級
表
の
一
級
ま
た
は
二

級
に
該
当
す
れ
ば
、
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

年
金
を
受
け
る
本
人
に
一
定
の
額

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
年

金
の
一
部
ま
た
は
、
全
額
が
支
給

停
止
に
な
り
ま
す
。

事
後
重
症
の
年
金

障
害
認
定
日
に
障
害
の
程
度
が

障
害
等
級
表
の
一
級
ま
た
は
二
級

に
該
当
し
な
か
っ
た
た
め
、
障
害

年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

が
、
そ
の
後
六
十
五
歳
に
達
す
る

日
の
前
日
ま
で
に
二
級
以
上
に
該

当
し
た
と
き
は
、
請
求
を
行
っ
た

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
事
後
重
症
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
は
、
六
十
五
歳
に
達
す
る

前
に
請
求
し
な
い
と
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
額
…
一
級
＝
九
十
九
万
百
円

▼
二
級
＝
七
十
九
万
二
千
百
円

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
、

上
が
り
ま
し
た

川
越
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
出
産
し
た
と
き
は
、
当
該
出
産
者
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
に
出
産
育
児
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

十
月
一
日
以
降
の
出
産
か
ら
、
支
給

額
が
三
十
五
万
円
（
九
月
三
十
日
以
前

に
出
産
し
た
場
合
は
、
三
十
万
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
直
接
、
加
入
し

て
い
る
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
保
給
付
係
・
℡
内
線
２
４
７
２
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国
民
年
金
受
給
者
・
加

入
者
が
亡
く
な
っ
た
ら

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

が
亡
く
な
っ
た
場
合
、「
国
民
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
・
未
支
給
年

金
（
保
険
給
付
）
請
求
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
先
は
、

受
け
て
い
た
年
金
の
種
類
（
老
齢

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
・
障

害
基
礎
年
金
）
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
国
保
年
金
課
ま
た
は

川
越
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
２
４

２-

２
３
４
５
）
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

死
亡
月
ま
で
の
年
金
は
、
未
支

高齢者の豊かな経験や能力を生かして！
～ 川越市シルバー人材センターでは、会員を募集しています ～

川越市シルバー人材センターとは？
高齢者の希望に応じた就業で、臨時的・短期的・軽易な仕事の機会を提供

し、高齢者の生きがいを図ることを目的としている社団法人です。

会員になりませんか？
市内に在住し、おおむね60歳以上の健康で働く意欲のある方を募集して

います。現在、多彩な技能・知識・経験を持った2,000人以上の高齢者が会

員登録しています。

詳しくは、お尋ねください。

給
年
金
請
求
書
に
よ
っ
て
、
受
給

し
て
い
る
方
と
生
計
が
同
じ
だ
っ

た
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖

父
母
・
兄
弟
姉
妹
（
請
求
順
位
）

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

生
計
が
同
じ
だ
っ
た
遺
族
が
い

な
い
場
合
は
、
年
金
は
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。「
国
民
年
金
受
給
権
者

ご
存
じ
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当
と

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

二
十
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は

精
神
の
重
度
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
、
特
別
の
介

護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方
（
障

害
基
礎
年
金
一
級
程
度
の
障
害
が

重
複
す
る
か
、
同
程
度
以
上
と
認

め
ら
れ
る
方
）
に
支
給
し
ま
す
。

施
設
に
入
所
中
ま
た
は
三
か
月

を
超
え
て
入
院
中
の
方
は
、
除
き

ま
す
。

支
給
額
…
月
額
二
万
六
千
四
百
四

十
円

障
害
児
福
祉
手
当

二
十
歳
未
満
で
、
慎
身
体
障
害

者
手
帳
一
級
お
よ
び
二
級
の
一
部

の
方
振
療
育
手
帳
Ａ○
相
当
の
方

新
精
神
障
害
・
血
液
疾
患
・
肝
臓

疾
患
な
ど
で
慎
振
と
同
程
度
の
障

害
を
有
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
除
き

ま
す
。

支
給
額
…
月
額
一
万
四
千
三
百
八

十
円

＊
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
障
害
者
福
祉
課
管

理
係
・
℡
内
線
２
５
４
２

死
亡
届
」
の
み
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

寡
婦
年
金
の
支
給
要
件

寡
婦
年
金
は
、
第
一
号
被
保
険

者
（
自
営
業
者
）
な
ど
の
夫
が
死

亡
し
た
場
合
に
、
夫
に
扶
養
さ
れ

て
、
か
つ
十
年
以
上
婚
姻
関
係
に

あ
っ
た
妻
に
、
六
十
歳
か
ら
六
十

五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。た

だ
し
、
保
険
料
納
付
済
み
期

間
ま
た
は
保
険
料
免
除
期
間
が
、

二
十
五
年
以
上
な
い
と
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
夫
が
障
害
基
礎

年
金
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
た
と
き
は
、
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

死
亡
一
時
金
の
支
給
要
件

第
一
号
被
保
険
者
が
老
齢
基
礎

年
金
・
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ

も
受
け
な
い
ま
ま
死
亡
し
、
遺
族

が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
に
、
死
亡
し
た
方
と
生
計

が
同
じ
だ
っ
た
配
偶
者
・
子
・
父

母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

（
請
求
順
位
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
た
月
数
と
、
保

険
料
免
除
を
受
け
一
部
納
付
し
た

月
数
の
合
計
が
三
十
六
か
月
以
上

あ
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

問い合わせ…碩川越市シルバー人材センター・℡222－2075

シシシルルババーー人人材材セセンンタターーはは、、

ここんんなな仕仕事事ををししてていいまますす！！

技術分野
学習教室・パソコン教室・パ

ソコン入力・経理事務など

サービス分野
自転車整理・家事援助サービ

ス・観光案内など

屋内外軽作業
草刈り・清掃・袋詰め・包装

など

折衝・外交分野
店番・集金・文書配布など

事務分野
毛筆あて名書き・毛筆賞状書

き・調査事務など

技能分野
ふすまや障子の張り替え・植

木の手入れなど

管理分野
公共施設管理・スポーツ施設

管理・駐車場管理など



を
説
明
し
ま
す
。手
話
通
訳
あ
り
。

子
ど
も
を
連
れ
て
の
来
場
は
、
な

る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
時
…
10
月
22
日
隻
、
午
前
10
時

〜
11
時

会
場
…
や
ま
ぶ
き
会
館

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭
課
保

育
係
・
℡
内
線
２
５
８
５
・
FAX

２
２
３-

８
７
８
６

家
庭
保
育
室
入
室
希
望

の
お
子
さ
ん
募
集

家
庭
保
育
室
は
、
保
護
者
が
仕
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保
育
園
入
園
の
受
付
日
程
・

申
し
込
み
手
続
き
説
明
会

来
年
四
月
入
園
の
受
け
付
け
を

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど
の

会
場
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
の

で
、
各
会
場
の
受
付
時
間
を
確
認

の
う
え
、
都
合
の
い
い
日
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

現
在
、
平
成
十
八
年
度
の
入
園

申
し
込
み
を
し
て
入
園
が
保
留
と

な
っ
て
い
る
方
も
、
同
十
九
年
度

の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

新
た
に
申
し
込
み
手
続
き
が
必
要

＊
「
市
内
保
育
園
一
覧
表
」
中
の

対
象
年
齢
は
、
来
年
四
月
一
日
現

在
の
年
齢
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
に
達
し
て
い
な
い
と
、
入
園
対

象
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

＊
「
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
等
」

の
添
付
書
類
が
不
足
し
て
い
る

と
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

「
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
等
」
と

は
就
労
証
明
書
や
、
保
育
が
困
難

な
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
る
医
師

の
診
断
書
な
ど
で
す
。

申
し
込
み
手
続
き
説
明
会

保
育
園
の
申
し
込
み
や
、
概
要

事
・
病
気
・
出
産
な
ど
の
た
め
に

保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
お
子
さ

ん（
生
後
八
週
間
か
ら
三
歳
未
満
）

を
保
育
す
る
施
設
で
す
。

左
表
の
家
庭
保
育
室
で
は
、
今

年
度
の
途
中
入
室
お
よ
び
来
年
四

月
に
入
室
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん

を
募
集
し
ま
す
。
入
室
手
続
き
・

保
育
時
間
・
保
育
料
な
ど
、
詳
し

く
は
、
各
保
育
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭
課
保

育
係
・
℡
内
線
２
５
８
４
・
FAX

２
２
３-

８
７
８
６

で
す
。
申
込
書
類
は
、
下
記
の
申

し
込
み
手
続
き
説
明
会
会
場
で
配

布
し
ま
す
。
十
月
二
十
三
日
席
以

降
は
、
こ
ど
も
家
庭
課
（
本
庁
舎

二
階
）
と
各
保
育
園
で
、
申
込
書

類
を
配
布
し
ま
す
。

受
け
付
け
締
め
切
り
日
は
、
十

一
月
二
十
日
席
で
す
。
十
一
月
以

降
出
産
予
定
で
対
象
年
齢
が
二
、

三
か
月
か
ら
の
保
育
園
を
希
望
す

る
方
は
、
こ
ど
も
家
庭
課
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
日
以
降

の
申
請
は
、
五
月
入
園
の
審
査
対

象
と
な
り
ま
す
。

保育園名 対象年齢 保育園名 対象年齢
中央 ８か月～ 南古谷第二 ８か月～
仙波町 ８か月～ 霞ケ関 ８か月～

公 神明町 ８か月～ 霞ケ関第二 ８か月～
小室 ８か月～ 高階 ８か月～
脇田新町 ８か月～ 高階第二 ８か月～
今成 ８か月～ 高階第三 ８か月～

立 新宿町 ８か月～ 大東 ８か月～
古谷 ２歳～ 川鶴 ８か月～
古谷第二 ８か月～ 名細 ８か月～
南古谷 １歳～ 名細第二 ８か月～

保育園名 対象年齢
下田 ３か月～
むさしの ３か月～
増美 ８か月～
まきば ３か月～

法
おおぞら １歳～
バンビ ６か月～

人
貴精 ３か月～
高の葉 ６か月～

立
マーガレット ８か月～
芳野 ２か月～
風の子 ２か月～
笠幡菜の花 ６か月～
はるかぜ ８か月～

施設名 所在地 定員 電話
川越ベビーホーム 天沼新田269－１ 20人 231－5638
緑ケ森保育室 大袋新田697 ８人 246－8754
星の子乳児保育園 並木208－１ 20人 235－2320
わかば保育室 吉田新町３丁目14－９ 14人 231－9178
こばと保育室 砂1065－12 16人 245－9579
田村保育室 六軒町２丁目13－15 18人 225－2391
ねむの木保育園 菅原町７－14 20人 225－1663
上戸保育園 上戸277－21 20人 233－0583
すみれ保育室 宮元町80－６ 13人 222－5976
片野保育室 野田町２丁目16－116 ６人 244－0016
扇河岸保育室 扇河岸51－２ 14人 246－9156
つぼみ保育室 六軒町２丁目13－８ 15人 222－5778
なのはな保育室 並木258－２ 13人 236－0470
川越東口保育室 菅原町10－９ 14人 223－3025
なのはな乳児保育室 並木67－１ 11人 236－1940
にこにこ保育室 南台２丁目１－69 ６人 245－4211
こまどり保育室 吉田１－６ ６人 232－3491
霞ケ関駅前保育園 霞ケ関東２丁目９－２ 18人 232－8877
ポニー保育園 脇田本町14－32 17人 245－5703

平成19年度保育園入園受付日程表
会場 日程 時間

メルト（西文化会館）11月12日隻
午前９時30分～午後４時
（午前11時30分～午後１時30分を除く）

総合保健センター 11月13日席 午前９時30分～11時30分

高階南公民館
11月14日惜 午前９時30分～11時30分
11月19日隻 午後２時30分～ ４時30分

市役所本庁舎７階
11月15日戚

午前９時30分～午後４時30分
７Ａ会議室 （午前11時30分～午後１時30分を除く）
伊勢原公民館 11月16日斥 午前９時30分～11時30分
大東公民館 11月17日昔 午後１時30分～ ４時
北公民館 11月19日隻 午前９時30分～11時30分

市民会館会議室 11月20日席
午前９時30分～午後４時30分
（午前11時30分～午後１時30分を除く）

市内保育園一覧表

＊法人立の芳野保育園での受け入れは、２歳児までです。

＊上記の日程・会場以外では、入園の受け付けはできません。
＊受付会場へは、母子手帳・印鑑をお持ちください。

家庭保育室の定員と連絡先
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メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
見
守
り
新

鮮
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

139

びんには、中を洗浄し、

繰り返して使用できるリタ

ーナブルびんと、１度だけ

使われるワンウェイびんの

２種類があることをご存じ

ですか。どちらも溶かして

リサイクルすることができ

ますが、ワンウェイびんよ

りも、リターナブルびんの

方が、環境にやさしい容器

です。できるだけ、ビール

びんや牛乳びんなどのリタ

ーナブルびんを選んで購入

するよう、ご協力ください。

また、かんは軽く持ち運

びに便利で壊れにくいた

め、大量に生産されていま

すが、原料である鉄やアル

ミニウムは、ほとんど日本

にはありません。リサイク

ルすることにより、貴重な

資源やエネルギーを節約す

ることができます。

なお、リサイクルは、異物が混じると難しくなりま

す。軽くすすいで、資源物の回収日に出してください。

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2636

もったいないから、ごみ減らし！
びん・かんのリサイクル

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

あ
り
ま
す
。
犬
は
、
そ
の
習
性
を
受
け

継
い
で
い
て
、
飼
い
主
の
家
族
を
群
れ

と
み
な
し
て
い
ま
す
。
犬
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
と
、
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な

く
な
り
、
人
に
と
っ
て
迷
惑
な
行
動
を

す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
そ

の
犬
は
飼
い

主
か
ら
見
放

犬
の
し
つ
け
の
大
切
さ

飼
い
犬
に
対
し
て
、「
触
ろ
う
と
し

た
ら
、
か
み
つ
く
」「
散
歩
の
時
に
引

っ
張
ら
れ
て
し
ま
う
」「
鳴
く
の
を
注

意
し
た
の
に
鳴
き
や
ま
な
い
」
な
ど
、

こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
？

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
犬
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
で
す
。
犬
の

祖
先
で
あ
る
オ
オ
カ
ミ
は
、
リ
ー
ダ
ー

の
下
に
群
れ
を
作
っ
て
暮
ら
す
習
性
が

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
不
幸
な
運
命

を
た
ど
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
人
が
犬
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
犬

と
の
主
従
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
現

代
は
、
飼
い
犬
も
人
間
社
会
の
一
員
で

す
。
犬
も
社
会
に
、
適
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
っ
か
り

と
し
つ
け
ら
れ
た
犬
は
、
人
間
社
会
で

飼
い
主
と
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

L i fe
with
pets

内
閣
府
が
、
八
月
下
旬
か
ら
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
見
守

り
新
鮮
情
報
」
の
発
信
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
直
近
の
悪
質
商
法
の
手
口
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
、
消
費
に
関
す
る
被
害
防
止
に
役
立
て
る
の
が
目
的
で

す
。
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
得
た
情
報
は
、
周
囲
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る

こ
と
が
大
事
。
特
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
、
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
情
報
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
方
法

パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
＝
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
消
費

者
の
窓
」
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
、

ど
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
も
登
録
が
で
き
ま
す

（h
ttp
://w

w
w
.c
o
n
su
m
e
r.g
o
.jp
/

）

携
帯
電
話
か
ら
登
録
＝
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
直
接
入
力
（h

ttp
s://

m
a
il.c
o
n
su
m
e
r.g
o
.jp
/w
rp
/m
im
a
m
o
ri/m
o
b
ile

）

▼
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
ア
ク
セ
ス
▼
携
帯

電
話
か
ら
空
メ
ー
ル

を
送
付

（m
im
a@
g
m
p
w
.jp

）

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

ＱＲコード対
応の携帯電話
をお使いの方
は、こちらか
らアクセスで
きます
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投票率向上のために
●「郵便等による不在者投票」
「郵便等による不在者投票」とは、身体の重い障害などにより投票に行けない方が、郵便など
で投票できる制度です。
身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険の被保険者証を持ち、一定の要件に該当する方が対

象です。この制度を利用するには、まず「郵便等投票証明書」の交付申請を市選挙管理委員会に
行ってください。申請は、随時受け付けています（７年間有効）。また、この制度の該当者で、
一定の要件により自分で文字を書くことができない方は、代理人によって投票に関する記載をす
る「代理記載」の制度もあります。詳しくは、お尋ねください。

選挙管理委員会事務局・℡内線3712

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

虐
待
と
い
う
の
は
、
加
害
者
に
悪
意

が
あ
る
と
か
善
意
が
あ
る
と
か
と
い
う

こ
と
は
関
係
な
い
の
で
す
。
子
ど
も
が

結
果
的
に
、
心
理
的
に
身
体
的
に
危
険

な
状
態
に
あ
る
と
き
に
虐
待
と
い
い
ま

す
。
親
は
よ
か
れ
と
思
っ
て
や
っ
て
い

る
と
か
、
親
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
か

と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
で
す
。
多
く

の
場
合
に
お
い
て
必
ず
し
も
親
は
子
ど

も
に
対
し
て
悪
意
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ネ
グ
レ
ク
ト
が
典
型
的
で
す
ね
。

子
ど
も
を
世
話
す
る
ゆ
と
り
が
な
い
、

心
身
の
ゆ
と
り
が
な
い
、
自
分
の
こ
と

で
精
一
杯
、
そ
し
て
結
果
的
に
子
ど
も

が
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
い
で
す
。

児
童
相
談
所
で
虐
待
と
し
て
処
理
し

た
件
数
は
う
な
ぎ
登
り
に
増
え
て
、
二

万
件
を
超
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
十
年

前
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
な
く
て
統
計
を
取
っ
て
な
い
と
い

う
だ
け
の
話
で
し
て
、
よ
く
虐
待
の
件

数
は
増
え
て
い
ま
す
か
と
い
う
質
問
を

受
け
る
ん
で
す
が
、
お
そ
ら
く
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
昔
は
な

か
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
も

言
っ
た
よ
う
に
虐
待
と
認
知
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。
子
ど

も
の
虐
待
と
い
う
の
は
、
虐
待
と
認
知

し
て
初
め
て
私
た
ち
の
前
に
現
れ
ま

す
。虐
待
と
認
知
す
れ
ば
数
が
増
え
る
、

そ
う
い
う
現
象
で
も
あ
り
ま
す
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
理
由
か
ら
数
も
増

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
こ
れ
が
、
日
本
は
一
億
数
千
万

の
人
口
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
通
告
件

数
で
は
な
く
て
、
結
果
的
に
虐
待
と
し

て
処
理
し
た
件
数
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
子
ど
も

の
虐
待
の
通
告
義
務
に
関
し
て
は
き
わ

め
て
厳
し
い
国
で
す
。
年
間
三
百
万
件

の
通
告
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
人

口
は
三
億
ぐ
ら
い
し
か
な
い
で
す
よ

ね
。
で
す
か
ら
日
本
が
二
万
件
、
三
万

件
だ
な
ん
て
い
っ
て
い
る
の
は
、
氷
山

の
一
角
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ
て
社
会
的

な
対
応
が
問
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、

こ
の
件
数
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
そ
の

表
れ
か
と
も
思
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
目
に
す
る
屋
外
広
告
物
は
、
設
置

す
る
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
基
準
が
、
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
準
を
守
っ
て
屋
外
広
告
物
を
設

置
す
る
た
め
に
は
、
屋
外
広
告
物
の
構
造
や
条
例
な
ど

の
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
知
識
を
持
つ

方
が
、
屋
外
広
告
物
の
設
置
・
表
示
を
す
る
営
業
を
屋

外
広
告
業
と
い
い
ま
す
。

川
越
市
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
も
う
と
す
る
場
合

は
、
市
へ
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
に
は
、

資
格
を
持
っ
た
業
務
主
任
者
を
置
く
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
や
、
市
に
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
標
識
を
掲
げ
る
こ
と
が
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
市
内
に
事
業
所
が
な
い
業
者
で
も
、
市
内

で
営
業
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
業
者
が
適
正
な
営
業

を
行
っ
て
い
る
か
を
指
導
・
監
督
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

登
録
し
て
い
る
屋
外
広
告
業
者
は
、
屋
外
広
告
物
登
録

簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
登
録
簿
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
屋
外
広
告
物
の
設
置
を
す
る
際

に
は
、
屋
外
広
告
物
登
録
簿
な
ど
を
参
考
に
し
て
資
格

を
持
っ
た
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
基
準

を
守
り
、
適
切
で
安
全

な
看
板
を
設
置
す
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

輝輝輝
けけけ
!!!!!!

川
越
川
越
川
越
ののの
景
観
景
観
景
観

屋
外
広
告
業
者
も
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す

ルールを守った観光案内図ルールを守った観光案内図ルールを守った観光案内図

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、

人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
⑤



短
　
歌

四
元
仰
・
選

仏
壇
の
か
た
え
に
下
げ
し
制
服
に
朝
夕
ふ
れ
て
亡
き
夫つ

ま

偲し
の

ぶ

大
嶋
操(

砂
新
田)

ま
た
来
い
と
見
送
る
義
父

ち

ち

は
い
つ
ま
で
も
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
の
中
に
残
れ
り

永
倉
常
一
郎(

松
江
町
一
丁
目)

早
朝
の
空
気
を
吸
い
て
栗く

り

拾
う
遠
く
近
く
に
山
鳩ば

と

鳴
き
て

堅
木
章
（
的
場)

夏
の
日
ぐ
れ
花
咲
き
ほ
こ
る
夕
顔
の
つ
ぼ
み
数
え
て
心
安
ら
ぐ

粗
田
慶
子(

中
原
町
二
丁
目)

信
号
機
上あ

が

る
を
待
つ
間
見
て
い
た
り
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
の
朱あ

か

き
花
房

西
角
美
知
子(

広
谷
新
町)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

籐と
う

椅い

子す

に
残
り
し
父
の
く
ぼ
み
か
な

中
村
潤
子(

霞
ケ
関
北
三
丁
目)

宿
帳
の
白
き
行
間
秋
の
風

得
瀬
チ
エ
子(

東
田
町)

立
秋
や
新
聞
に
あ
る
蕪ぶ

村そ
ん

の
句

田
中
大(

神
明
町
）

角
砂
糖
ふ
た
つ
混
ぜ
をお

り
遠
花
火

永
嶋
八
惠
子(

西
小
仙
波
町
一
丁
目
）

霊
園
を
守
る
一
樹
や
百
日
紅

さ

る

す

べ

り

小
西
平
次(

霞
ケ
関
北
二
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

主
催
者
も
招
待
席
の
敬
老
日

伊
藤
寿
美
枝(

笠
幡)

時
の
鐘
夕
陽ひ

に
映
え
る
城
下
町

神
定
徹
行(

六
軒
町
一
丁
目)

責
め
る
よ
り
長
所
を
探
し
誉ほ

め
て
や
り

粟
飯
原
勇(

古
谷
上)

近
づ
い
た
祭
り
準
備
の
囃
子
の
音

武
田
ミ
サ
ホ(

今
成
四
丁
目
）

食
欲
の
秋
へ
苦
労
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

我
妻
信
子(

砂)

応募方法（12月掲載分は10月31日惜必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

私
の
大
切
な
人
。
そ
れ
は
家
族

で
す
。
私
に
は
、
父
、
母
、
兄
の

大
切
な
家
族
が
い
ま
す
。

父
は
、
い
つ
も
家
族
の
た
め
に

朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
く
れ
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
怒
っ
た
り
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
自
分
の
た
め
に
怒

っ
て
く
れ
て
い
る
の
か
と
思
う

と
、優
し
い
父
だ
な
と
思
い
ま
す
。

私
が
小
さ
い
頃こ

ろ

、
兄
と
け
ん
か
を

し
て
泣
い
て
い
る
と
な
ぐ
さ
め
て

く
れ
た
り
、元
気
の
な
い
時と

き

に
は
、

は
げ
ま
し
て
く
れ
る
優
し
い
自
慢

の
父
で
す
。

母
は
父
と
同
じ
よ
う
に
、
毎
日

休
み
な
く
、
家
族
の
た
め
に
ご
飯は

ん

を
作
っ
て
く
れ
た
り
家
事
を
や
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達た

ち

子
供ど

も

の
わ

が
ま
ま
を
聞

い
て
く
れ
た

り
、
自
分
の

こ
と
は
あ
と

ま
わ
し
に
し

た
り
し
て
、

ま
ず
は
子
供

の
こ
と
を
先
に
考
え
て
く
れ
る
母

で
す
。

最
後
に
兄
で
す
。
今
、
兄
は
自

分
の
こ
と
が
忙
し
く
な
か
な
か
遊

ん
で
も
ら
え
な
く
て
さ
び
し
い
の

で
す
が
、
時
々
兄
に
話
し
か
け
ら

れ
た
り
す
る
と
、
と
て
も
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
大
切
な

兄
だ
か
ら
こ
そ
今
、
自
分
の
目
標

に
突
き
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

父
も
母
も
、
私
達
子
供
の
幸
せ

を
、
願
っ
て
く
れ
る
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
す
。
け
れ
ど
、
願
っ

て
く
れ
て
い
る
の
は
両
親
だ
け
で

な
く
、
祖
父
も
祖
母
も
私
達
の
幸

せ
を
願
っ
て
く
れ
て
い
る
と
私
は

そ
う
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私

も
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
、
幸
せ
を
願
う
の
か
と

と
い
う
と
、
自
分
に
と
っ
て
、
と

て
も
大
切
な
人
だ
か
ら
で
す
。
い

つ
も
大
切
な
家
族
に
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

わ
た
し
の
大
切
な
人

寺
尾
小
学
校
六
年
　
　
小こ

林ば
や
し

咲さ
き

絵え

210

エノコログサは、日本全土に分布

するイネ科の植物で、河原や道端な

どに自生しています。名前の由来は、

穂の形が犬の尾に似ていることか

ら、「いぬころ草」が転じて呼ばれ

るようです。また、別名は「ネコジ

ャラシ」と呼ばれています。名前の

とおりに、ネコがじゃれるか試して

みました。その結果、子ネコはじゃ

れてきましたが、老いたネコはいく

ら誘っても無関心でした。

よく似た草で、「アキノエノコロ

グサ」がありますが、穂先が長く、

垂れている点が違います。この草を

「ネコジャラシ」だと思っている方

も、多いのではないでしょうか。

エノコログサ

17 広報川越№1136・2006.10.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/



広報川越№1136・2006.10.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 18

ま
す
。
選
手
ど
う
し
の
共
通
理
解
が

進
め
ば
、
尚
美
大
は
も
っ
と
上
を
目

指
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
」
と
四
年

生
の
中な

か

山や
ま

智と
も

之ゆ
き

さ
ん
。

い
よ
い
よ
試
合
当
日
。
キ
ッ
ク
オ

フ
は
午
後
一
時
で
す
。
前
半
が
始
ま

る
と
、
尚
美
大
は
豊
富
な
運
動
量
を

生
か
し
て
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
か
け
続
け
ま
す
。
何
度
も
相

手
陣
内
に
攻
め
込
み
、
前
半
十
六
分

に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
の
チ
ャ

ン
ス
を
得
ま
す
。
し
か
し
ゴ
ー
ル
キ

ー
パ
ー
に
阻
ま
れ
、
先
制
点
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
尚
美

大
は
そ
の
後
も
果
敢
に
攻
め
込
み
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
両

チ
ー
ム
無
得
点
で
前
半
を
終
了
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
尚
美
大
の
理
想
的
な
試
合
展
開
で
し
た
。
し

か
し
後
半
、
一
瞬
の
す
き
を
つ
い
た
栃
木
Ｓ
Ｃ
に
得
点
を

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
集
中
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
中
山
さ
ん
。
尚
美
大
は
前
線

に
人
数
を
増
や
し
て

反
撃
し
ま
す
が
、
そ

の
ま
ま
試
合
終
了
の

笛
の
音
。
結
局
２
対

０
で
、
こ
と
し
の
天

皇
杯
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

最
後
ま
で
、
戦
う

姿
勢
を
貫
き
通
し
た

尚
美
大
。
こ
れ
か
ら

も
、
挑
戦
は
続
い
て

い
き
ま
す
。

日
本
最
大
の
サ
ッ
カ
ー
の

オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、

天
皇
杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
。
八
十
六
回
目
と

な
る
こ
と
し
は
、
全
国
六
千

三
百
九
十
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
埼
玉
県
代
表
と

し
て
県
内
三
百
九
十
チ
ー
ム

の
頂
点
に
立
っ
た
の
は
、
尚

美
学
園
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
。

創
部
わ
ず
か
七
年
目
で
の
快

挙
で
す
。

「
集
中
！
　
集
中
！
」
と
声
が
響
く
練
習
場
。
九
月
十

九
日
、
ま
だ
夏
が
続
い
て
い
る
よ
う
な
日
ざ
し
の
中
で
、

緊
張
感
の
あ
る
練
習
を
続
け
る
尚
美
学
園
大
学
サ
ッ
カ
ー

部
（
以
下
「
尚
美
大
」）。
現
在
、
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
連

盟
の
二
部
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
翌
日
の
リ
ー
グ

戦
に
備
え
て
、
実
戦
形
式
で
一
時
間
の
練
習
で
す
。
通
常

は
、
週
六
日
、
一
日
二
時
間
練
習
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム

の
特
色
は
、
つ
な
ぐ
サ
ッ
カ
ー
。
豊
富
な
運
動
量
と
パ
ス

ワ
ー
ク
で
相
手
を
崩
し
て
い
き
ま
す
。

尚
美
大
の
天
皇
杯
初
戦
は
九

月
二
十
三
日
、
会
場
は
川
越
運

動
公
園
。
相
手
は
、
日
本
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ（
Ｊ
Ｆ
Ｌ
）所

属
の
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

（
以
下
「
栃
木
Ｓ
Ｃ
」）
に
決
ま

り
ま
し
た
。
格
が
上
の
相
手
で

す
が
、
走
り
負
け
な
け
れ
ば
勝

機
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。「
選

手
個
々
の
能
力
は
高
い
と
思
い

表
通
り
裏
通
り

い
ざ
、
天
皇
杯
!!相手がＪＦＬのグラブチームにもかかわらず、自分たちのサッカーを続けた、相手がＪＦＬのグラブチームにもかかわらず、自分たちのサッカーを続けた、相手がＪＦＬのグラブチームにもかかわらず、自分たちのサッカーを続けた、

尚美学園大学サッカー部の攻撃尚美学園大学サッカー部の攻撃尚美学園大学サッカー部の攻撃

試合さながらに、熱の入った練習試合さながらに、熱の入った練習試合さながらに、熱の入った練習

尚美大に声援を送った、観客の皆さん尚美大に声援を送った、観客の皆さん尚美大に声援を送った、観客の皆さん

前半は互角以上の戦前半は互角以上の戦前半は互角以上の戦
いで、栃木ＳＣのゴいで、栃木ＳＣのゴいで、栃木ＳＣのゴ
ールに迫りましたールに迫りましたールに迫りました

天皇杯の先発メンバー天皇杯の先発メンバー天皇杯の先発メンバー
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川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット

高階中に名物誕生！
ことしの川越百万灯まつりで、躍動感あふれる踊りを披露してくれた高階中学校。９

月16日の体育祭では、全校生徒424人による「よさこい鳴子踊り」が行われました。

生徒たちの息が合った踊りに、保護

者の皆さんは大喝さい。同中学校で

は、これからもボランティア活動な

どのさまざまな機会で「よさこい」

を踊っていきたいと考えています。曲も踊りも、高階中だけの「よさこい」です曲も踊りも、高階中だけの「よさこい」です曲も踊りも、高階中だけの「よさこい」です

同
合
唱
隊
は
、
八
月
に
行
わ
れ
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
、埼
玉
県
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
優
勝
。
そ
し
て
、
埼
玉
県
の
代
表
と
し
て
、
９
月
に
さ

い
た
ま
市
で
開
か
れ
た
「
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク

ー
ル
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
皆
さ
ん

の
美
し
く
澄
ん
だ
歌
声
が
、ホ
ー
ル
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

四
年
生
以
上
で
構
成
さ
れ
た
隊
員
は
、現
在
四
十
二
人
。

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
練
習
は
放
課

後
、
週
二
、
三
日
行
っ
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
、
夏
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
の
練
習
を
行
い
、
夏
休
み
は
、
ほ
ぼ

毎
日
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

隊
員
の
皆
さ
ん
は
、「
音
程
を
取
る
の
が
難
し
い
け
ど
、

う
ま
く
で
き
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
い
」「
コ
ン
ク
ー

ル
は
緊
張
す
る
け
ど
、
注
目
さ
れ
て
歌
う
の
は
楽
し
い
」

と
、
歌
う
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
歌
う
の
か
を

自
分
で
考
え
、
よ
り
表

現
豊
か
に
歌
え
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
顧
問
の

中な
か

山や
ま

尊た
か

之ゆ
き

先
生
。
こ
れ

か
ら
も
、
み
ん
な
の
成

長
を
見
つ
め
て
い
き
ま

す
。

仙
波
小
学
校
合
唱
隊
の
皆
さ
ん

人

川

越

29

関東甲信越ブロック大会の様子関東甲信越ブロック大会の様子関東甲信越ブロック大会の様子

子どもの手にも、なじみます
毎年多くの子どもたちが曳

ひ

いている、川越市の山車「猩
しょう

猩
じょう

」。９月16日、曳き綱作りが川越まつり会館の駐車場で行

われました。とび職の皆さんに指導を受けながら、約50人

が力を合わせて綱を作りました。額に汗しながら、６時間か

けて長さ40メートルほどの綱が２本完成。参加者の皆さん

が手作りした曳き綱は、山車を曳く皆さんの手によくなじみ、

大切に使えば20年以上もつそうです。

高齢者の安全運転のために
川越警察署が市内の教習所の協力を得て、65

歳以上の方を対象に行っているシルバードライバ

ードック。９月４日、三共自動車教習所（今
いま

福
ふく

）

で行われた講習には、72人が参加。運転技能を

再確認しました。参加した皆さんは「自分では気

づかないことも多いですね」「あらためて勉強に

なりました」と気持ちを引き締めていました。

５本の縄を、１本に寄
り合わせた物を３本作
ります（上）
それに布を巻き、１本
に寄り合わせて、曳き
綱が完成（右）

今後も安全運転今後も安全運転今後も安全運転
を続けるためを続けるためを続けるため
に、真剣に講習に、真剣に講習に、真剣に講習
に取り組んでいに取り組んでいに取り組んでい
ましたましたました
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

「みんなの環境スクール」を開催します
10月21日析・22日隻に川越運動公園で開催される川越産業博覧

会。その中の川越市環境展で、「みんなの環境スクール」を開校し

ます。内容は、暮らしと電気の体験型講座「電気のはなし」、環境

に優しい天然ガスを学ぶ「天然ガスと環境　～ －196℃の実験

～」、太陽の光を電気に変える「みんなで学ぼう太陽光発電」です。

楽しみながら環境の知識が身に付く３つの講座を、両日３回ずつ実

施します。時間など、詳しくはお尋ねください。

次回からは地球温暖化防止のために、家庭などですぐに役立つ情

報を紹介していきます。

問い合わせ…環境政策課地球温暖化対策担当・℡内線2613

みんなで取り組む温暖化対策①
環境トピックス

作品位置

鐘つき通り

至本川越駅

札の辻

Ｐ

川越まつり会館

至
市
役
所作

品
位
置

至
菓
子
屋
横
丁

扉に描かれている
山車の絵は、開館
当時から川越まつ
り会館の観覧券に
描かれていた物が
基になっていま
す。正に、持ち帰
ることもできるア
ートです

会場では、省エネナビと会場では、省エネナビと会場では、省エネナビと
簡易電力計の実物を見る簡易電力計の実物を見る簡易電力計の実物を見る
ことができますことができますことができます

昨年の環境部ブースの様子。昨年の環境部ブースの様子。昨年の環境部ブースの様子。
ことしも、環境のために市がことしも、環境のために市がことしも、環境のために市が
取り組んでいることについ取り組んでいることについ取り組んでいることについ
て、わかりやすく紹介しますて、わかりやすく紹介しますて、わかりやすく紹介します

編集後記

テレビなどでご存じの方も多いと

思いますが、先日、川越にオットセ

イが迷い込んで来ました。保護され

たときは衰弱していましたが、現在

は上野動物園で順調に回復中。その

後のオットセイを、広報川越でお知

らせしようと考えています$いよい

よ川越ナンバーがスタートしまし

た。この広報が市民の皆さんに届く

ころには、川越ナンバーを付けた車

が走っているはず。しばらくの間は、

道行く車のナンバーが気になりそう

です$７月に行われた百万灯夏まつ

り。その様子を広報で掲載したとこ

ろ、写真を見た市民の方から「よか

ったよ」とお褒めのことばをいただ

きました。広報担当として、最もう

れしい瞬間の１つです。今度の週末

は川越まつり。市民の皆さんに喜ん

でいただけるよう、これからもカメ

ラを片手に駆け回ります。

川
越
ま
つ
り

の
雰
囲
気
を
一

年
中
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
、

川
越
ま
つ
り
会

館
。
駐
車
場
側

か
ら
川
越
ま
つ

り
会
館
を
見
る

と
、
山
車
が
出

入
り
す
る
際
に

使
用
す
る
扉

に
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
山
車
の
絵
が
描
い
て
あ
り
ま
す
。

駐
車
場
を
隔
て
た
通
り
か
ら
も
、
よ
く
わ
か
る
こ
の
ア
ー
ト
。

菓
子
屋
横
丁
な
ど
か
ら
駐
車
場
を
通
っ
て
川
越
ま
つ
り
会
館
へ
行

く
、
観
光
客
の
目
印
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

館
内
と
合
わ
せ
て
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。


